
授業研究

地理
1 単元のねらいと本実践の位置付け

　本単元は、帝国書院『社会科 中学生の地理』（以

下、教科書）でヨーロッパ州の単元に設定された

問い「ヨーロッパ州では、国どうしの結びつきの

強まりによって、地域にどのような影響が生じて

いるのだろうか。」を踏まえたもので、大まかに

は以下の流れで迫った。

表１　おおまかな学習の流れ

１ ヨーロッパ州の生活（移動・多様性・共生）

２ ヨーロッパ州の地域性（自然環境・言語・宗教）

３ EUの仕組みと特色

４ 産業（工業・農業）

　ヨーロッパ州の学習は中学１年生を対象にして

いる。本校では４月～10月が地理的分野、11月

以降が歴史的分野という進め方をしているため、

本校の生徒がヨーロッパ州を学習する時期は入学

後３～４か月である。生徒の発達段階はさまざま

であるため、ヨーロッパ州の学習で鍵となるヨー

ロッパや移民という言葉は聞いたことがある生徒

もいるが、具体像を想像しにくい生徒もいるので

はないかと考えた。そこで、単元の導入に際して

パリの公立中学校でフランス語の集中トレーニン

グを受けるための適応クラスを扱ったドキュメン

タリー映画『バベルの学校』（資料１）を抜粋視

聴し、移動・言語・宗教・文化や習慣の差異・生

徒同士の衝突と和解の場面から、移民のいる社会

やヨーロッパ州の実像を具体的に捉えさせること

をねらい、単元の学習課題について迫らせること

とした。

2 導入の工夫

　教科書には、「東ヨーロッパの国から西ヨーロッ

パの国へ出稼ぎに行く労働者が増えています。」

（p.76）、「かつてヨーロッパ諸国の植民地だった

（中略）イスラム教を信仰する人も増えてきまし

た。」（p.69）など、移民の増加や多文化共生に

関する記述や資料がある。しかし、中学１年生に

とっては、移民が来る＝外国の人が来る程度の認

識になりやすいのではないだろうか。

　映画では、同じ教室にいながらも、話す言語が

違い、文化・宗教・生活習慣も異なり、生徒がパ

リに来た事情も一人一人異なることが描かれてい

る。さらに、差別的なまなざしや誤解、クラス内

の衝突と和解・理解も扱われる。

　映画を用いることで、ヨーロッパ州を学習する

に当たって重要な抽象語を先に説明するのではな

く、映画の場面を見取り、具体的な出来事から問

いを立てることで「いろいろな国の人が住んでい

る」、「学校に行かせてもらえない人がフランスに

来た」という気付きや、「なぜパリに人が集まる

のか」、「なぜ差別や摩擦が生まれるのか」、「なぜ

自国でフランス語を学ばずにフランスに来るの

か」などの課題意識を形成することができた。こ

れらの実感を伴う気付きや課題意識は、ドキュメ

ンタリー映画だからこそ得られるものであると感

じた。
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3 単元計画

表２　単元計画

時 学習内容とねらい

１
映画視聴（抜粋）
移民や共生を捉え、気付きや疑問を生む。

２
映画の感想・疑問共有
単元の学習課題に対する予想を記述する。
ヨーロッパ州の言語や気候の特色を理解する。

３
なぜフランスに人が集まるのか①
統計や地図資料から移動の理由を説明する。

４
なぜフランスに人が集まるのか②
EUの仕組みと特色を理解する。

５
EUの農業
教科書資料を活用して特色を理解する。

６
EUの工業
EUの仕組みが工業生産や雇用に与える影響を捉
える。

７
ヨーロッパ州のまとめ
結び付きの強まりによる地域への影響を説明する。

4 授業の具体

　第１時は、映画を抜粋視聴した。あらかじめ授

業者が映画を全編通して視聴し、見るべき場面を

時間管理しリスト化して授業に臨んだ。映画は字

幕のみで吹き替えはなかった。視聴する生徒がど

れほど映画の内容を理解できるか心配だったが、

クラス全体でどのような映画だったかを確認する

場面を作り、映画では理解しきれなかった生徒も

理解できるようにした。

　単元の実施に当たって、映画を見て思ったこと

や考えたことを書いたりメモしたりするワーク

シートと授業の振り返りシートを一体化したプリ

ントを作成・配付した（資料２）。振り返りシー

トは毎授業の最後に書かせており、①内容のメモ、

②本時の振り返り、③次の授業に向けた課題・目標

で構成している。第１時のワークシートには次の

資料２　授業で使用したプリント（生徒の成果物）

資料１　映画『バベルの学校』のチラシ（裏）
〈提供：ユナイテッドピープル〉
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３つを記入欄として設定した。映画を見て（１）良

いと思ったこと、（２）疑問に思ったこと、（３）地

域への影響である。次時の授業に生かすため、ワー

クシートは回収し、生徒がどのようなことを書い

たのかを把握した上で次の第２時に臨んだ。

　第２時の前半は、ワークシートに記入した３点

をクラスで共有した。例えばあるクラスでは、「な

ぜフランスに人が集まるのか」、「なぜ多様な考え

を受け入れないのか」、「なぜ人種差別があるのか」

という疑問が多く出た。ここでは、差別や摩擦に

ついては、恐怖や誤解、固定観念などが社会の中

で現れていることをまとめた自作資料で扱うにと

どめた。これらの気付きは、ヨーロッパ州が結び

付きを強めることは利点だけでなく課題を生む可

能性もあるという視点につなげた。後半では、「映

画ではさまざまな言語や宗教が出てきましたが、

ヨーロッパ州ではどのような言語や宗教が分布し

ているのでしょうか。」と問い、ヨーロッパ州の

言語・宗教の空間的な広がりの特色を教科書p.69　

4、5から読み取った。

　第３時は、外国から来た人々のフランスでの在

留目的（就労・家族・留学・人道的など）や出身

地域の傾向を示す資料を授業者が作成し、読み取

らせた。本資料から読み取れたことは、映画の場

面と照合させた。加えて、EU内の移動に関して

は、賃金水準や雇用機会も要因になることを教科

書資料（p.761）で扱った。映画で描かれたパ

リに来た理由（フランス語を学ぶため、将来の就

職のため、安全のためなど）を出発点として、ヨー

ロッパ州における移民の一般的説明に至らせた。

　第４時は、第３時の学習を踏まえて、「パリに

来る目的は分かったが、人々が外国であるフラン

スに移動できるのはなぜか？」という問いをもと

に、EUの仕組みや特色を教科書資料（p.70～

71）から読み取った。ここではEUの仕組みや特

色を、映画の場面にあった言語や宗教の違い、パ

リに集まる理由と関連付けて認識させることを目

指した。

　第５時では、ヨーロッパ州の農業地域と特色を

教科書資料から読み取った。小学校でも学習して

いた食料自給率の資料（p.738）を扱い、日本

と比較させることも行った（図３）。
　第６時では、ヨーロッパの航空機産業の国際分

業を取り上げた。国際分業は、得意技術の持ち寄

り・資金とリスク分散・関税面の有利さ・雇用の

影響などを表に整理するとともに、課題も扱った。

　第７時では、学習課題への解を振り返りシート

にまとめた。当初は感想にとどまっていた記述が、

単元末には、移動の理由、EUの仕組み、工業の

具体例を結び付け、ヨーロッパ州が結び付きを強

めることによる利点と課題を併記できる生徒もい

た（p.11資料２）。一方で、多様性への対応や共

生の難しさが生まれるといった記述も見られた。

映画に出てきた教室と、ヨーロッパ州の単元で学

習したEUの仕組みやヨーロッパ州の特色が生徒

の中でつながった点が本実践の成果である。

5 主体的・対話的で深い学びを
支える発問と評価のポイント

　本単元では、資料の読み取りを地域への影響に

つなぐようにし、学習課題に立ち返ることで概念

的理解を目指すことを意識した。具体的には、映

画で得られた印象をそのままで終わらせず、「映

画ではこう見えたが、実際ヨーロッパ州ではどう

なのか」という検証課題にした。例えば、言語・

宗教の分布や、EU内での移民が当てはまる。ま

た、これらの現象はEUが「大国に対抗しうる規

模で経済的結び付きを強め、EU域内外の人・モ

ノ・お金の移動を円滑化した結果」につながると

整理した。ヨーロッパ州の具体的状況が描かれた

映画を用いることによって、映画→具体的資料

→EUの理解という往還を繰り返し、単元におけ

る学習課題の解決を目指した。

　評価は、単元の学習課題に対する記述内容で判
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断した。学習課題「ヨーロッパ州では、国どうし

の結びつきの強まりによって、地域にどのような

影響が生じているのだろうか。」に対して、良い点・

悪い点を具体的に書けたらＡ評価とした。本来な

らば多面的・多角的な文章が書けることがＢ評価

であるかもしれないが、まだ入学間もない１年生

のため、多面的な文章を良い面・悪い面と具体的

に示して、書けるようにすることを目指した。

6 指導者用デジタル教科書の活用

　筆者が所属する横須賀市では、指導者用デジタ

ル教科書（以下、デジタル教科書）が採用されて

いる。授業では、昨年度導入された電子黒板と併

せて使用している。

　デジタル教科書は、教科書写真や統計資料など

を拡大提示し、注目すべき点を書き込むことがで

きるため、主に資料読み取りの場面で非常に有効

であった。

　例えば、ヨーロッパ州が高緯度の割に暖かい理

由を説明する際には、教科書p.661「ヨーロッパ

州の自然」を電子黒板に投影した。投影した地図

にペン機能で北大西洋海流や偏西風などの情報を

書き込んだ（図１）。赤矢印は北大西洋海流を示し、

青矢印は北ヨーロッパと南ヨーロッパを示し、黒

矢印は偏西風を示している。教科書p.661は日

本列島との緯度を比較できる仕組みになっている

ため、北海道に比べて温暖な理由も扱った。地図

資料の見方を確認していく上で、デジタル教科書

を投影しそこに直接書き込める機能は欠かせない。

　また、教科書p.716（図２）や教科書p.738（図
３）のように、教科書では小さく掲載されている

資料であっても、デジタル教科書を使って電子黒

板に映し出すことで、大きく見やすく提示できる。

　以上のように、本単元では教科書の単元学習課

題に依拠しながらも、映画を具体的資料として用

いることで、学習者がヨーロッパ州を捉えやすく

する実践を紹介した。しかしながら、より探究的

な学びにするためのデザインや教師の発問などに

はまだまだ改善の余地がある。今後も引き続き授

業改善に努めていきたい。図１　デジタル教科書に書き込んだ図（教科書p.661）

図２　教科書p.716「EUとアメリカ合衆国・中国・日本の比較」
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ほっそく
EC発足当時の加盟国（1967年）
1970～1980年代の加盟国
1990年代の加盟国
2000年代以降の加盟国

EU加盟のユーロ導入国
※ キプロスについては、北部地域は正式に加盟
していないが、一国として扱っている。

あつか

り だつこく
2020年の離脱国

↑　EU加
か

盟
めい

国間でできることの例4

国境の通過が自由で関税もない

ユーロ導入国どうしで
は、両替せずに買い物
ができる

他国の大学での学習成果を
自国での卒業資格などに活
用できる

仕事の資格が共通
で、他国でも働くこ
とができる

製品の規格が同じなので、
他国でもそのまま使える

↑　ユーロの紙
し

幣
へい

と硬
こう

貨
か

　EU 加
か
盟
めい
国のなかには、スウェーデンやデン

マークなど、ユーロを導
どう
入
にゅう
せず、独

どく
自
じ
の通貨を使っている国もあります。

5

裏
側
の
デ
ザ
イ
ン

イタリア
16世紀の芸術家
レオナルド=ダ=ビンチ

の作品

オーストリア
18世紀の音楽家
モーツァルトの顔

スペイン
元スペイン
国王の顔

硬貨
裏側は各国独自のデザイン
となっていますが、共通し
て使えます。

紙幣
し へいこう か

フランス
フランス革命の標語
「自由・平等・博愛」

の文字

はくあい

ドイツ
国章である
鷲のマーク
わし

1 1 年間に国内で生み出された、国内の人々
の収

しゅう

入
にゅう

の合計金
きん

額
がく

のことで、国の経
けい

済
ざい

力を計る
重要な指標の一つです。

↑　EUとアメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

・中国・日本の比
ひ

較
かく

6
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※1 中国の面積・人口はホンコン・マカオ・台湾を含む。
GDPは本土のみ。

※2 日本の面積・人口は2023年。
（2022年）〔世界銀行資料、ほか〕

第一次世界大戦、第二次世界大戦（小・歴）　冷戦、EU（歴・公）小学校⃝歴史⃝公民⃝他教科との関連

世
界
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諸
地
域
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ー
ロ
ッ
パ
州
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図３　教科書p.738「主な国の品目別自給率」

ヨーロッパ州の農業には、地
ち

域
いき

によってどのような特色があり、
EU統

とう

合
ごう

によって、どのような変化が生じたのだろうか。学習課題

5

10

15

5

10

15

　　　　　　　　　　ヨーロッパでは、地形や気候など、自然環
かん

境
きょう

に合わせた農業が古くから行われてきたので、
各地

ち

域
いき

でさまざまな食文化をみることができます。
　アルプス山

さん

脈
みゃく

より北側の地域では、1年を通して降
こう

水
すい

量が安定し
ており、小麦や じゃがいも、ライ麦などの食料のほかに、家

か

畜
ちく

の
餌
えさ

にする作物の栽
さい

培
ばい

と、豚
ぶた

や牛などの家畜の飼
し

育
いく

を組み合わせた混
こん

合
ごう

農
のう

業
ぎょう

が行われています。ドイツでは、ライ麦パンや じゃがいも、
種類が豊

ほう

富
ふ

なソーセージ、ビールなどが食
しょく

卓
たく

に並
なら

びます。ドイツよ
り北側のデンマークやオランダなど北

ほっ

海
かい

沿
えん

岸
がん

の地域は、気候が冷
れい

涼
りょう

で、土の栄養分が少ない土地が多いことから、牧草を栽培して乳
にゅう

牛
ぎゅう

 

を飼
か

い、牛
ぎゅう

乳
にゅう

やバター、チーズを生産する酪
らく

農
のう

が盛
さか

んです。
　アルプス山脈より南側の地域では、降水量の多い冬に栽培する小
麦とともに、オレンジやオリーブ、ぶどうなど、夏の高温と乾

かん

燥
そう

に
強い果

か

樹
じゅ

を栽培する地
ち

中
ちゅう

海
かい

式
しき

農
のう

業
ぎょう

が行われています。イタリアでは、
オリーブオイルをたっぷり使って、小麦からつくるパスタやピザ、
肉や魚料理が食べられており、ワインもよく飲まれています。

多様な食文化を
育んできた農業

5

1〜3

p.66

p.67 巻末2

巻末1

6

2

巻末1

1

巻末3

p.34

3

　　　　　　　　各地で特色ある農業が営
いとな

まれるなか、EUは域
いき

内
ない

全体としての食
しょく

料
りょう

自
じ

給
きゅう

率
りつ

を上げ、EU域
いき

外
がい

からの輸
ゆ

入
にゅう

農産物にも対
たい

抗
こう

できるように、個
こ

々
こ

の農家や地域に補
ほ

助
じょ

金を出し
て保

ほ

護
ご

する共
きょう

通
つう

農
のう

業
ぎょう

政
せい

策
さく

をとってきました。しかし、これは農産物
の過

か

剰
じょう

な生産を招
まね

き、多
た

額
がく

の補助金の負
ふ

担
たん

が問題となりました。そ
の後、小規

き

模
ぼ

な農家が多く、経
けい

済
ざい

的に不安定な東ヨーロッパの国々
がEUに加わったことで、補助金の増

ぞう

加
か

がEUの財
ざい

政
せい

をさらに圧
あっ

迫
ぱく

するようになりました。このため、質
しつ

の高い農産物を積極的に生産
する農家や地域を支

し

援
えん

し、農薬や化学肥
ひ

料
りょう

の使用を抑
おさ

えた環境重
じゅう

視
し

の農業に対して補助金を増
ふ

やすといった取り組みを進めています。
　EUは、一定の基

き

準
じゅん

を満たした製
せい

品
ひん

を認
にん

証
しょう

する制
せい

度
ど

を設
もう

け、域内
で生産される農産物・食品のブランド化も進めています。フランス
のシャンパン、オランダのゴーダチーズ、スペインのイベリコ豚は
その例であり、国内外で高

たか

値
ね

で売り買いされます。これには、伝
でん

統
とう

的な製
せい

法
ほう

を守りながら、品
ひん

質
しつ

の向上や産地の経済発
はっ

展
てん

に貢
こう

献
けん

できる
という、生産者側の利点があります。

EUが目指す
農業

解説 8

p.71

混
こん
合
ごう
農業・酪

らく
農
のう
・地

ち
中
ちゅう
海
かい
式
しき
農業が

行われている地
ち
域
いき
と主な農産物

を、図　や本文で確
かく
認
にん
しよう。

EUは域
いき
内
ない
の農業を支

し
援
えん
するため

に、どのような取り組みを行って
いるのか、説明しよう。

確認しよう 5

説明しよう

ヨーロッパヨーロッパ州州のの
農農業業と EUのと EUの影影響響4
ヨーロッパ州では、国どうしの結びつきの強ま

りによって、地域にどのような影響が生じているのだろうか。
2節の問い

環
かん

境
きょう

に配
はい

慮
りょ

したヨーロッパの食品

　ヨーロッパのスーパーマーケットに行くと、B
ビ オ

io という
マークがついた野菜、卵

たまご

、牛
ぎゅう

乳
にゅう

などの農産物、紅
こう

茶
ちゃ

やチー
ズといった加工食品が商品棚

だな

に並
なら

んでいます。Bio は、
EUによる認

にん

証
しょう

制
せい

度
ど

の一つです。例えば、農薬や化学肥
ひ

料
りょう

を使わない農地で栽
さい

培
ばい

されるなど、一定の条
じょう

件
けん

を満たした
農産物や、その農産物の多くを使用した加工食品が、Bio
の商品として認

みと

められ、販
はん

売
ばい

されています。これらの商品
は、一

いっ

般
ぱん

的な農産物や加工食品と比
くら

べて価
か

格
かく

は高いですが、
健康や環境への配慮という面から購

こう

入
にゅう

する人が多くいま
す。また、消

しょう

費
ひ

者は商品の購入を通じて、生産地
ち

域
いき

の振
しん

興
こう

に貢
こう

献
けん

することがで
きます。

未来に未来に
向けて向けて

環境・
エネルギー

→　容
よう

器
き

に B
ビ オ

io と書
かれた牛

ぎゅう

乳
にゅう

（ドイツ、
2016年）

7

解 説 食
しょく
料
りょう
自
じ
給
きゅう
率
りつ

　国内で消
しょう
費
ひ
される食料のなかで、国内で生産

される食料が占
し
める割

わり
合
あい
のことです。

地図帳活用

ヨーロッパで栽
さい
培
ばい
が盛

さか
んな作物と気温・降

こう
水
すい
量

との関係を確
かく
認
にん
しよう。

↑　ヨーロッパの農業地
ち

域
いき
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畑
混 合 農 業
地中海式農業
酪 農
そ の 他
（森林・放牧など）

らく　　　　　　　　のう

こん　 ごう

ち ちゅうかいしき

0 500km 〔Seydlitz Weltatlas、ほか〕

←　混
こん

合
ごう

農業が行われている地
ち

域
いき

の畑
（ドイツ、ミュンスター近

きん

郊
こう

、2018年）
6

120％以上
100～120

※重量に基づく。自給率（2020年）
50～100
50％未満

イ ギ リ ス
オ ラ ン ダ
ド イ ツ
フ ラ ン ス
イ タ リ ア
ス ペ イ ン
アメリカ合衆国
日　　　本

品目
国名

小

　麦

い
も
類

野
菜
類

果
実
類

肉

　類

乳
製
品

牛

　乳63 
20 
134 
166 
63 
74 
154 
15

87 
172 
129 
139 
57 
60 
101 
73

41 
303 
40 
71 
182 
227 
83 
80

14 
35 
31 
67 
102 
130 
66 
38

77 
295 
117 
104 
82 
157 
114 
53

89 
187 
105 
104 
89 
90 
102 
61

〔令和4年度 食料需給表〕

↑　主な国の品目別自
じ

給
きゅう

率
りつ

8

←　店に並
なら

ぶさまざまな種類のチーズ（オランダ、ロッテルダム、
2020年）　味見をして好みのチーズを選び、大きなチーズの塊

かたまり
から

欲
ほ
しい量だけ切り分けてもらって購

こう
入
にゅう
します。

1

↑　精
せい

肉
にく

店でソーセージを購
こう

入
にゅう

する買い物客
（ドイツ、ハンブルク近

きん

郊
こう

、2019年）
2

←　ワインの試飲を
する人 （々イタリア、
シチリア島）

3 ヨーロッパの食文化には、
地
ち

域
いき

によってどのような
違
ちが

いがあるのかな？

↑　ぶどうの収
しゅう

獲
かく

（イタリア、トリノ近
きん

郊
こう

、
2019 年 10 月）　ぶどうの果

か
汁
じゅう
を発

はっ
酵
こう
させる

とワインになります。

4

世
界
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地
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中学校社会科のしおり 2026年度 前期号- 13 -

部分サンプル


